
「タクシー事業法」制定へ全力を尽くす！ 

 ＳＫＣ移転計画について 

 

二
月
一
日
（
金
）
二
日
（
土
）
の

二
日
間
、
会
社
内
会
議
室
に
て
第
一

回
明
番
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

「
労
働
者
負
担
の
撤
廃
」
へ
向
け 

 
 

今
ま
で
以
上
に
厳
し
く
闘
う
！ 

 

菊
池
副
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
で
は

「
タ
ク
シ
ー
事
業
法
の
制
定
を
目
指

し
て
、
私
達
は
強
固
な
運
動
を
進
め

て
き
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
昨
年

中
に
は
実
現
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

十
二
月
の
衆
議
院
総
選
挙
で
は
民
主

党
が
大
敗
し
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
発

動
、
安
倍
内
閣
に
よ
っ
て
規
制
緩
和

が
推
し
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
お
り

ハ
イ
タ
ク
産
業
に
と
っ
て
は
厳
し
い

状
況
で
す
。
『
タ
ク
シ
ー
事
業
法
』

と
い
う
の
は
『
タ
ク
シ
ー
適
正
化
特

措
法
』
で
規
制
出
来
な
か
っ
た
部
分

を
補
う
も
の
で
、
昨
年
八
月
に
自
民

党
か
ら
出
さ
れ
た
『
タ
ク
シ
ー
適
正

化
特
措
法
改
正
案
』
は
あ
く
ま
で
改

正
案
で
あ
り
、
大
き
な
欠
陥
が
あ
り

ま
し
た
。
『
労
働
者
負
担
の
撤
廃
』

等
、
賃
金･

労
働
条
件
の
改
善
が
明

記
さ
れ
た
法
案
で
な
い
と
改
正
し
て

も
意
味
の
な
い
法
案
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
自
公
政
権
が
復
活
し
た
今

こ
そ
、
国
会
に
法
案
が
提
案
さ
れ
る

前
に
、
私
達
が
『
タ
ク
シ
ー
事
業
法

の
制
定
』
を
世
論
に
訴
え
て
い
く
運

動
が
非
常
に
重
要
だ
と
い
う
事
を
理

解
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
２
０
１
３

運
動
方
針
に
基
づ
き
、
『
タ
ク
シ
ー

事
業
法
の
制
定
』
を
は
じ
め
と
す
る

政
策
要
求
実
現
の
た
め
に
、
東
洋
交

通
労
働
組
合
は
今
ま
で
以
上
に
目
に

見
え
る
運
動
を
強
固
に
展
開
し
、

闘
っ
て
い
き
ま
す
の
で
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
」
と
挨
拶
を
し
ま
し
た
。 

  

続
い
て
秋
の
労
使
協
議
会
の
回
答

に
つ
い
て
説
明
を
行
な
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

（
詳
細
は
躍
進
６
号
参
照
） 

Ｓ
Ｋ
Ｃ
移
転
問
題
に
つ
い
て 

 

そ
の
後
、
Ｓ
Ｋ
Ｃ
移
転
に
つ
い
て

次
の
様
に
説
明
を
行
な
い
ま
し
た
。 

「
昨
年
十
月
に
日
本
交
通
千
住
営
業

所
に
あ
る
Ｓ
Ｋ
Ｃ
（
日
本
交
通
新
人

研
修
セ
ン
タ
ー
）
の
東
洋
交
通
へ
の

移
転
計
画
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の

社
屋
は
東
洋
交
通
の
社
屋
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
本
社
に
対
し
て
譲
れ
る
べ

き
所
は
最
大
限
譲
歩
し
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
以
上
東
洋
交
通
の
乗
務

員･

職
員
の
労
働
環
境
を
悪
化
さ
せ

る
事
は
容
認
出
来
ず
『
反
対
運
動
』

を
行
な
い
ま
し
た
。
そ
の
後
の
労
使

交
渉
の
結
果
『
Ｓ
Ｋ
Ｃ
移
転
問
題
は

ゼ
ロ
ベ
ー
ス
』
に
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
今
年
一
月
十
七
日
に
再
度
、

東
洋
交
通
に
Ｓ
Ｋ
Ｃ
を
移
転
し
た
い

と
い
う
申
し
入
れ
が
あ
り
、
こ
れ
を

受
け
て
三
回
の
労
使
交
渉
を
行
い
ま

し
た
。
経
営
側
の
説
明
で
は
『
今
回

の
Ｓ
Ｋ
Ｃ
移
転
計
画
は
、
東
洋
交
通

の
新
人
乗
務
員
も
プ
レ
添
乗
の
段
階

ま
で
Ｓ
Ｋ
Ｃ
で
研
修
出
来
る
様
に
な

り
、
我
々
の
各
種
講
習
も
ス
ム
ー
ズ

に
会
社
内
で
行
え
る
様
に
な
り
ま

す
。
日
本
交
通
の
全
て
の
グ
ル
ー
プ

会
社
を
含
め
た
各
種
教
育
を
一
括
し

て
本
社
で
出
来
る
様
な
シ
ス
テ
ム
を

作
り
た
い
』
と
い
う
申
し
入
れ
で

す
。
し
か
し
、
こ
れ
以
上
の
労
働
環

境
の
悪
化
は
許
さ
な
い
と
い
う
東
洋

交
通
労
働
組
合
と
し
て
の
基
本
姿
勢

は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
今
後
の
労
使
協

議
で
の
交
渉
段
階
で
、
譲
歩
出
来
る

部
分
で
は
譲
る
事
も
考
え
、
最
善
の

結
果
を
残
せ
る
よ
う
今
後
も
交
渉
を

継
続
し
て
い
き
ま
す
」
と
説
明
を
行

な
い
ま
し
た
。 

 

二
〇
一
三
年
春
闘
要
求
に
つ
い
て 

 

続
い
て
福
島
書
記
長
よ
り
「
二
〇 

一
三
年
春
闘
要
求
案
」
を
示
し
、
内

容
を
説
明
し
、
質
疑
応
答
を
行
い
ま

し
た
。 

①
二
〇
一
三
年
賃
金
要
求
に
つ
い
て 

◆
月
例
賃
金 

㈠
能
率
給
の
「
足
切
り
」
を
現
行
四 

 

万
五
千
円
か
ら
四
万
円
に
減
額
変 

  

更
す
る
。 

㈡
残
業
時
に
能
率
給
の
腰
高
が
、
残 

  

業
一
時
間
当
た
り
に
加
算
さ
れ
る 

 

金
額
を
、
四
千
円
か
ら
二
千
円
に 

 

減
額
変
更
す
る
。 

◆
賞
与
部
門 

 

賞
与
支
給
基
準
「
１
９
０
万
円
以 

 

上
１
９
８
万
円
未
満
」
で
現
行 

 

２
％
支
給
を
５
％
支
給
に
増
額
変 

 

更
す
る
。 

②
労
働
者
負
担
の
撤
廃
の
要
求 

◆
チ
ケ
ッ
ト
手
数
料
５
％
の
撤
廃 

◆
カ
ー
ド
等
（
カ
ー
ド
・
カ
ー
ド
会 

 

社
チ
ケ
ッ
ト
・
電
子
マ
ネ
ー
）
の 

 

手
数
料
５
％
の
撤
廃 

◆
福
祉
券
の
手
数
料
５
％
の
撤
廃 

◆
ク
ー
ポ
ン
券
及
び
プ
リ
ペ
イ
ド 

 

カ
ー
ド
手
数
料
５
％
の
撤
廃 

③
高
速
道
路
帰
路
料
金
の
会
社
負
担

の
要
求 

ⅰ

首
都
高
速
の
帰
路
料
金
は
全
額
会 

 

社
負
担
と
す
る
事 

ⅱ

圏
央
道 

ⅲ

八
王
子
バ
イ
パ
ス 

ⅳ

関
越
道
の
帰
路
は
花
園
か
ら
に
変 

 

更
す
る
（
現
在
・
東
松
山
） 

ⅴ

中
央
道
の
帰
路
は
上
野
原
か
ら
に 

 

変
更
す
る
（
現
在
・
相
模
湖
） 

④
「
一
律
三
割
の
減
車
」
要
求 

⑤
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
の
四
輪
装
着
の
要

求
（
十
二
月
～
三
月
） 

 

公
共
交
通
機
関
と
し
て
の
義
務
と
責
任
を

果
た
す
為
、
十
二
月
か
ら
三
月
の
期
間
は
ス

タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
を
四
輪
装
着
す
る
事
。 

 

質
疑
応
答 

●
四
階
の
ト
イ
レ
は
許
可
を
取
ら
ず
自
由
に

使
用
し
て
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？ 

（
執
行
部
）
自
由
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
。 

●
浴
場
の
お
湯
の
設
定
温
度
が
低
く
、
脱
衣

所
の
エ
ア
コ
ン
も
稼
働
し
て
い
な
い
時
が
あ

り
ま
す
。
他
に
も
水
し
か
出
な
い
蛇
口
も
あ

り
全
部
修
理
し
て
ほ
し
い
。 

（
執
行
部
）
該
当
個
所
を
確
認
し
て
早
急
に

修
理
す
る
よ
う
申
し
入
れ
ま
す
。 

●
Ｓ
Ｋ
Ｃ
を
東
洋
交
通
で
開
設
し
た
い
と
い

う
直
接
的
な
理
由
は
な
ん
で
す
か
？ 

（
執
行
部
）
本
社
の
職
員
が
直
接
講
師
と
し

て
立
て
る
等
、
利
便
性
、
合
理
化
な
ど
シ
ス

テ
ム
的
な
理
由
か
ら
で
す
。 

●
ガ
ス
待
機
列
の
混
雑
緩
和
の
た
め
、
十
時

以
降
も
ガ
ス
を
入
れ
ら
れ
る
様
に
し
て
ほ
し

い
。 

（
執
行
部
）
出
庫
時
間
を
考
え
る
と
充
填
時

間
を
延
長
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ガ
ス
列
が
混
雑
す
る
時
間
帯
は
決
ま
っ
て
い

ま
す
。
早
い
時
間
帯
は
比
較
的
空
い
て
い
ま

す
の
で
ど
の
様
に
す
れ
ば
ス
ム
ー
ズ
に
ガ
ス

入
れ･

出
庫
が
出
来
る
か
各
自
で
考
え
て
行

動
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

●
一
月
の
大
雪
の
出
番
で
す
が
、
Ｂ
出
番
の

人
は
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
四
本
装
着
を
許
可
し
て

い
て
も
翌
日
の
Ａ
出
番
の
時
に
は
、
ス
タ
ッ

ド
レ
ス
四
本
装
着
し
て
い
る
車
は
二
本
返
却

せ
よ
と
い
う
指
示
を
受
け
た
の
に
は
納
得
出

来
な
い
の
で
す
が
。 

（
執
行
部
）
大
雪
と
な
っ
た
成
人
の
日
当
日

は
、
帰
庫
す
る
車
両･

休
車
が
多
く
、
ス

タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
の
本
数
に
余
裕
が
あ
っ

た
た
め
四
本
装
着
を
申
し
入
れ
、
夕
方
に
は

許
可
を
取
り
ま
し
た
。
し
か
し
帰
宅
を
準
備

し
た
人
も
お
り
間
に
合
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
春
闘
で
も
四
輪
装
着
の
要
求
を
申
し
入
れ

ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

（
裏
面
へ
続
く
） 

第１回 明番集会報告 

2013春闘要求等を集約 

▲「２０１３春闘要求」について 

      様々な意見が飛び交う 

▲『未収金手数料５％』撤廃を目指す！ 

       （菊池執行委員長代行） 


